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あとがき 

 第23 回日本消化吸収学会総会が1992年7 月11 日に開催されました。そして今年は7 月から9 月

上旬にかけて暑さは殊の外厳しかったのですが、10月に入ると秋の気配が感じられ、この頃では紅葉

の便りも各地から聞かれるようになりました。 

 さて日本消化吸収学会は1970年第1 回が研究会として開かれてから、本年は第23 回が兵庫医科大

学の下山孝教授のもとで神戸において盛大に行われました。 

 また本学会発展の一翼を担っている「消化と吸収」すなわち本誌は1978 年第1 巻が創刊され、1989

年よりは年2回の発刊となり、今回で第15 巻を迎えております。 

 編集会議は今年も通例のように学会総会初日にもたれ、奥田委員長のもと、本誌の充実のため真摯

な討消化と吸収 臨時特別記念号 ’11「消化と吸収」バックナンバー論文目次263議が行われました。

今後とも学会の発展と本誌の益々の内容充実に、会員諸兄姉の一層の御助力をお願い申し上げます。 

 消化吸収に関する学問の広さ、奥深さについては、今回の「消化と吸収」の内容からも強く感じられる

ことであります。そして消化吸収の病態がより明らかにされるよう研究の発展が期待されます。 

（Y・M） 


